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聴
覚
障
害
者
の
こ
こ
ろ
の
ケ
ア
と
相
談
支
援
の
課
題

ひ
ろ
ば
ト
ー
ク

写真は、陸前高田の一本松

真田 是著作集 全５巻 ５月末まで
予約特別価格

真田理論の骨格である社会問題、社会運動、政策主体
の三つの主要モメントを基軸に据える「三元構造論」、
政策による対象を「対象化された対象」と構成する論
理、「福祉労働」を政策と対象の媒介として考えるなど
の基本概念は、社会福祉の市場化が進み社会福祉とは
何かが改めて問われる今日においても、基本とされる
べき有効なものです。
第１巻　社会問題論　第２巻　社会保障論　第３巻　社会福祉論
第４巻　地域社会と社会福祉協議会/民間社会福祉論
第５巻　福祉労働論/社会福祉運動論/部落問題論

予約特別販売
５巻セット箱入り

普及価格　13,000円（税・送料別）

予約特別価格　10,000円（税込）
（2012年5月末まで申込み・入金）
特別価格　12,000円（税・送料別）
（2013年3月末まで申込み・入金）

編集●総合社会福祉研究所
　　　真田是著作集編纂委員会
発行・申込先●福祉のひろば
TEL06－6779－4894　FAX6779－4895
Eメール：mail@sosyaken.jp



総合社会福祉研究

福祉のひろば 11年4月号～12年2月号

特集◎社会保障・社会福祉研究に今求められていること

ホームページ　http://www.sosyaken.jp 　E-mail: mail@sosyaken.jp

★年２回刊･定価2000円（送料別）。便利な定期購読（年間前納制）をお薦めします。
★総合社会福祉研究所会員は価格が割引されます。（1冊1800円・送料別）

総合社会福祉研究所 〒543－0055　大阪市天王寺区悲田院町8－12
TEL06（6779）4894 FAX06（6779）4895

第39号
藤松素子・唐鎌直義・本間照光・塩見洋介〈座談会〉杉村宏さん、朝日健二さんに聞く

特集◎今日の自治体行政と社会福祉第38号
白藤博行・角田英昭・里村純子・二見清一・川松亮・藤井伸生・山本裕美子

月
刊
　社会福祉・社会保障のさまざまな問題を、分野を越えて横断的にとらえる
「福祉のひろば｣。生き生きした現場実践、利用者・当事者の切実な発言、専
門家の鋭い問題提起など充実した誌面が好評です。
　職場や地域での学習資料や、新しく福祉職場で働き始める人・学び始める
人へのプレゼントにもご利用下さい。

【特集タイトル】
４月号　新たに福祉現場で働くあなたへ
５月号　憲法と児童福祉　児童養護施設はいま(Ⅱ)
６月号　社会福祉とは何か、貧困とは何か
　　　　　　─今問われている〝そもそも〟とは─
７月号　東日本大震災　被災地からの発信
８月号　若者たちの明日のために
９月号　私にとっての〝日常生活と生活圏域〟
10月号　憲法こそ、復旧の基軸─被災地からの発信（Ⅱ）─
11月号　30代の貧困
12月号　生きる─誰もが安全・安心な社会を創ろう─
１月号　2012年　社会福祉を考える
２月号　生活基盤の整備が再犯を防ぐ

定価525円（税込･送料別）　年間購読料6300円（送料含）

●
自
閉
症
児
の
子
育
て
と
教
育
の
ヒ
ン
ト
満
載
！

定
価
２
１
０
０
円

「
人
間
関
係
」「
言
葉
」「
安
心
感
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、「
で
き
な
い
！
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ら
な
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で
揺
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動
く
自
閉
症
の
心
と
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と
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育
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閉
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と
ば
が
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て
こ
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え
ら
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な
い
…
わ
た
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は
何
の
病
気
な
の
？

目
に
見
え
に
く
く
、わ
か
り
に
く
い
高
次
脳
機
能
障
害
、な
か
で
も
子
ど
も

の
障
害
を
や
さ
し
く
解
説
。長
年
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
る
小
児
科

医
が
、そ
の
豊
富
な
臨
床
に
基
づ
き
、家
族・本
人・支
え
る
人
た
ち
の「
な

に
？ 

な
ぜ
？ 

ど
う
す
れ
ば
い
い
？
」に
答
え
ま
す
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陸前高田の一本松で
消防団員51名に黙祷

　「
私
は
、
忠
実
に
日
本
国
憲
法
及

び
法
律
を
擁
護
し
、
命
令
、
条
例
及

び
規
則
を
遵
守
し
、
不
公
平
並
び
に

偏
見
を
避
け
、
何
人
を
も
恐
れ
ず
良

心
に
従
っ
て
忠
実
に
消
防
の
義
務
を

遂
行
す
る
こ
と
を
厳
粛
に
誓
い
ま

す
。」

　
陸
前
高
田
市
消
防
団
の
宣
誓
書
で

す
。
岩
手
県
で
約
二
五
〇
人
、
陸
前

高
田
市
で
五
一
人
の
消
防
団
員
が
津

波
の
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
一
六
回
合
宿
研
究
会
（
一
月
七

～
九
日
）
二
日
め
の
陸
前
高
田
市
視

察
で
案
内
し
て
く
だ
さ
っ
た
伊
藤
勇

一
さ
ん
が
、「
私
の
先
輩
や
二
〇
代
、

三
〇
代
の
若
者
も
命
を
失
い
ま
し

た
。
非
常
に
残
念
で
す
。
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
追
悼
し
た
い
」
と

参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。



　朝早く、遠野市の会場を観光バスで出発。途中、遠野市の応急仮設住宅「絆」を横に見て、
陸前高田市へ。川の駅「よこた」で伊藤さん（左）と打ち合わせ、その後、広田半島の中腹にある
オートキャンプ場「モビリア」の応急仮設住宅へ。避難してそこに入居されている千葉さん（右）
が、バスの中で被災後の生活や仕事、仮設住宅での生活などについて話をしてくださいました。



　市内の視察後に、横田地域のコミュニティセンターで、被災の状況、市の復興計画、住民の
思いなどを、伊藤さん、菅

かん の

野悦
えつ お

雄さん（陸前高田市水産課長）、大坪涼子さん（市会議員）から
伺いました。生々しい報告に、参加者は共感と胸いっぱいの思いを抱えて聞き入りました。



　それぞれに思いを重ねて参加した今回の研究会。現地からの報告では、共通して全国の支援
に対する感謝や命がつながった者としての使命が語られました。憲法を基軸にした復旧を、実
際の現地に立って、現地の方々の思いとして、運動として、卵を抱くように……。被災地の１
年は、簡単には言葉に表せません。しかし伝えていかなければなりません。研究会に参加され
たみなさんが、体感したこと、体験したことを広げてくださることを願っています。
（写真上は、モビリアの展望台から広田湾、そして陸前高田市街地を臨む。写真下は、コミュ
ニティセンターで報告者とともに記念撮影をしました。写真・文　下野祇園）
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聴覚障害者のこころのケアと
相談支援の課題
	

日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会　会長　稲
いな

　淳
じゅんこ

子さん

テ
レ
ビ
画
面
に
手
話
通
訳
者
を
見
か
け
る
こ
と
が
増
え
て
き
た
よ
う
に
、
聴
覚
障
害
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
理
解
が
ひ
ろ
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
半
面
、
仕
事
、
家
庭
、
教
育
な
ど
で
人
間
関
係
に

悩
む
聴
覚
障
害
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
般
に
は
筆
談
や
手
話
通
訳
で
解
決
で
き
る
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
こ
れ
だ
け
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

聴
覚
障
害
者
に
も
一
人
ひ
と
り
に
個
性
や
能
力
が
あ
り
、
生
育
環
境
も
違
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
で

は
「
聞
こ
え
な
い
か
ら
無
理
だ
」「
仕
事
を
ま
か
せ
ら
れ
な
い
」
と
、能
力
が
低
い
と
決
め
つ
け
ら
れ
た
り
、

い
つ
ま
で
も
低
い
給
与
で
働
か
さ
れ
る
人
も
い
ま
す
。
聴
覚
障
害
者
も
、
ハ
ン
デ
ィ
が
あ
る
か
ら
健
聴
者

の
何
倍
も
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
教
育
を
受
け
、
自
分
の
心
を
抑
え
て
生
き
て
い
く
人
が

多
く
い
ま
す
。

「
疲
れ
た
」
と
い
う
言
葉
さ
え
「
甘
え
」
と
受
け
取
ら
れ
て
し
ま
う
社
会
の
中
で
、
聴
覚
障
害
者
を
理

解
し
支
え
る
社
会
資
源
が
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
、
聴
覚
障
害
者
に
よ
る
聴
覚
障
害
者

の
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
今
ま
で
の
行
政
や
支
援
機
関
の
支
援
は
、
手
話
通
訳
を
つ

け
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
保
障
を
図
る
、
情
報
提
供
を
す
る
、
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

そ
の
中
で
私
は
、
大
阪
労
働
局
か
ら
「
精
神
障
害
者
雇
用
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
委
嘱
を
受

け
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
聴
覚
障
害
者
の
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
会
社
か
ら
「
指
示
に
従

わ
な
い
」「
無
断
欠
勤
し
た
」
な
ど
の
相
談
や
、働
く
当
人
か
ら
も
「
い
じ
め
ら
れ
た
」「
出
勤
で
き
な
い
」

な
ど
、
筆
談
や
手
話
通
訳
で
解
決
で
き
な
い
相
談
が
き
ま
す
。
私
は
、「
情
報
は
す
べ
て
視
覚
で
判
断
す

る
し
か
な
い
と
い
う
不
安
を
毎
日
抱
え
て
い
る
」「
筆
談
に
も
読
解
力
な
ど
の
個
人
差
が
あ
る
」「
言
語
の

獲
得
に
限
界
が
あ
り
、
意
味
が
伝
わ
ら
ず
誤
解
さ
れ
る
」「
聴
覚
障
害
ゆ
え
に
、
健
聴
者
に
は
当
た
り
前

の
常
識
や
マ
ナ
ー
な
ど
が
身
に
つ
け
ら
れ
な
い
」
な
ど
、
聴
覚
障
害
の
特
性
を
職
場
や
関
係
者
に
説
明
し

ま
す
。
職
場
定
着
支
援
で
会
社
訪
問
し
て
理
解
を
求
め
た
り
、
周
辺
環
境
の
整
理
や
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
も



福祉のひろば　2012－37

いな　じゅんこ
ホームヘルパー、精神保健福祉士、社会福祉士。大阪ろうあ会
館居宅介護支援・訪問介護事業に従事したり、大阪・兵庫・京
都で聴覚障害者のための相談活動を行う。2008年に大阪労働局
から「精神障害者就職サポーター」（11年に「精神障害者雇用トー
タルサポーター」と改称）を委嘱され、ハローワークに配属。
2010年から日本聴覚障害ソーシャルワーカー協会会長。

し
ま
す
。
当
人
に
は
、
安
心
し
て
話
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
自
分
の
心
を
言
語
化
す
る
こ
と
が
困
難
な
時

は
そ
の
人
に
合
わ
せ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。
精
神
科
な
ど
の
受
診
を

勧
め
た
り
、
会
社
や
家
族
と
の
話
し
合
い
に
結
び
つ
け
た
り
す
る
な
ど
、
聴
覚
障
害
者
自
身
が
社
会
参
加

す
る
た
め
に
必
要
な
橋
渡
し
を
し
ま
す
。

聴
覚
障
害
者
が
健
聴
者
に
合
わ
せ
て
自
分
を
抑
え
る
こ
と
で
精
神
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た
り
、
転
職
を

繰
り
返
し
て
心
が
傷
つ
き
人
間
不
信
に
な
っ
た
り
、
自
殺
願
望
を
抱
く
こ
と
も
め
ず
ら
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
職
場
で
の
問
題
が
実
は
当
人
の
生
活
問
題
に
絡
む
こ
と
も
あ
り
、
就
労
支
援
だ
け
で
な
く
生
活
支
援

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
聴
覚
障
害
の
特
性
を
理
解
し
た
支
援
機
関
が
少
な
く
、
生
活
支

援
に
結
び
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

聴
覚
障
害
者
の
支
援
に
は
、
直
接
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
を
用
い
、
聴
覚
障
害
の
特
性
を
把

握
し
理
解
す
る
、
社
会
福
祉
の
専
門
支
援
の
資
格
を
も
つ
支
援
者
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
二
〇
〇
六
年
に

「
日
本
聴
覚
障
害
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
協
会
」を
設
立
し
ま
し
た
。
聴
覚
障
害
を
も
つ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
も
約
二
〇
名
、
所
属
し
て
い
ま
す
。
社
会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
社
会
福
祉
専
門
職
団
体
と

し
て
、
聴
覚
障
害
者
支
援
に
関
わ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
普
及
・

啓
発
等
の
事
業
を
行
い
、
聴
覚
障
害
者
の
社
会
的
地
位
向
上
と
福
祉
の
た
め
の
専
門
的
・
社
会
的
活
動
を

進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
聴
覚
障
害
者
の
福
祉
に
関
す
る
理
解
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
聴
覚
障
害
者
救
援
中
央
本
部
＊
の
救
援
協
力
団
体
と
し
て
、
現
地
調
査
を
行
い
、

長
期
・
継
続
的
支
援
の
見
地
か
ら
、
日
本
財
団
の
助
成
を
受
け
て
「
聴
覚
サ
ポ
ー
ト
な
か
ま
」
相
談
支
援

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
.jasw

dhh.org/

を
ご
覧
下
さ
い
。

＊�

全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
、
日
本
手
話
通
訳
士
協
会
、
全
国
手
話
通
訳
問
題
研
究
会
で
構
成
し
、
義
援
金
・
物
資
支
援
・
被
災
地
へ
の

手
話
通
訳
者
派
遣
調
整
な
ど
被
災
地
に
関
わ
る
支
援
を
担
う
。
現
在
、
一
五
団
体
が
協
力
し
て
い
る
。
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今
号
は
、
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
が
一
月
七
日
～
九
日
に
岩
手
県
遠
野
市
で
開
催
し
た
第
一
六
回
合
宿
研
究
会

「
被
災
地
と
と
も
に
─
─
被
災
地
で
何
が
問
わ
れ
て
い
る
か
─
─
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

例
年
、
次
回
の
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
の
開
催
予
定
地
で
、
冬
の
合
宿
研
究
会
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回

の
研
究
会
で
は
、
初
日
に
岩
手
県
大お

お
つ
ち槌
町
保
健
師
全
戸
家
庭
訪
問
健
康
調
査
か
ら
問
わ
れ
た
こ
と
（
鈴
木
る
り
子

さ
ん
）、
応
急
仮
設
住
宅
の
開
設
・
運
営
に
関
わ
っ
て
（
冨

と
み
や
す
り
ょ
う
す
け

安
亮
輔
さ
ん
）、
被
災
地
の
ま
ち
づ
く
り
（
城

じ
ょ
う
な
い
ち
ゅ
う
え
つ

内
仲
悦

さ
ん
）
の
実
践
・
研
究
報
告
、
二
日
め
は
陸
前
高
田
市
の
視
察
（
応
急
仮
設
住
宅
見
学
と
居
住
者
の
話
、
仮
設
知

的
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
市
街
地
、
一
本
松
展
望
台
の
視
察
、
被
災
状
況
と
現
況
等
に
つ
い
て
地
元
の
管か

ん
の野

悦え
つ
お雄

さ
ん
、
大お

お
つ
ぼ
り
ょ
う
こ

坪
涼
子
さ
ん
、
伊い

と
う藤

勇ゆ
う
い
ち一

さ
ん
ら
か
ら
報
告
を
伺
い
、
交
流
）、
最
終
日
に
は
小お

が
わ川

政ま
さ
あ
き亮

さ
ん
（
日

本
社
会
事
業
大
学
名
誉
教
授
）
と
鍋な

べ
や谷
州く

に
は
る春
さ
ん
（
日
本
福
祉
大
学
客
員
教
授
・
総
合
社
会
福
祉
研
究
所
主
任
研
究
員
）

の
対
談
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
の
社
会
福
祉
研
究
交
流
集
会
は
福
島
県
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

被
災
者
・
被
災
地
と
と
も
に（
Ⅳ
）

特
集


